
研修講座実施要項の見方
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③【受講選択コード】
コードが示されている講義は選択受講をします。

講義選択コードがあるもの･･･講義単位で選択受講することができます。

期日選択コードがあるもの･･･その日の講義を全て選択受講します。

②【キャリア段階・育成指標】
キャリア段階や育成指標は、受講者の中心となる段階や職名について示しています。対象に含ま

れていれば、示している段階や職名以外の方でも受講できます。

①【研修方法】
「集合研修」はセンター等での集合研修、「オンライン研修」は所属等でのオンライン研修を示

しています。「オンデマンド研修」は一定期間内に所属等で動画を視聴する研修となります。

④【研修会場・受付時間】
研修を行う会場と研修の受付時間を示しています。

※「所属等」は、研修に専念できる所属内の静かな空間や自宅等、学校長が許可した場所で

受講することができます。

⑤【教育相談単位認定講義】
各研修講座のページで、講義名の右に※がある講義は、「教育相談初級研修」または「教育相談

中級研修」の講義を履修したものとして認定します。

⑥【私立学校等教員の受講】
初任者及び新規採用者対象のページで、講義名の右に◆がある講義は、「私立学校等教員の受

講」も可能となります。その他の研修講座についても、これまでどおり「私立学校等教員の受講」

が可能なものがあります。

⑦【ねらい】
コードが3000番台、4000番台については、各講義において到達すべき目標や、研修の方向性を

示す「ねらい」を明記しています。

⑧

⑧【公開講座（コード4000番台）】教職員 一般県民対象
教職員は、所属校を通してお申し込みください。一般県民の方は、センターWebページ「研修講

座」→「公開講座」の各講座ごとのGoogle Formsから、お申し込みください。


